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１：教育⽬的と教育⽬標 
   【⽬的】 

本校は学校教 法および⻭科循⽣⼠法に従い⻭科衡⽣⼠として必要な教育を⾏
い、⼝腔衛⽣の向上をはかり、徳性豊かな⼈材を育成し、社会に貢献する事を⽬
的とする。 

参照：学則 第1条（設置⽬的）P1 

   【校訓】 
素直であること 
独⽴⼼を養うこと 
まじめであること 
感謝の⼼を持つこと 

参照：学⽣便覧トビラ 

 
２：令和２年度 学校⾃⼰評価について 

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づいた評価項⽬について教職員
⼀丸となり実施し、総合的に分析評価した。この⾃⼰評価を⾏うことにより、教
職員全員の意識向上を図るとともに、教育の質の向上に努めていくことを確認し
た。 

参照：「専修学校における学校評価ガイドライン」⽂部科学省⽣涯学習政策局 

 
３：⾃⼰評価の項⽬ 

１) 教育理念･⽬標･⼈材育成像 
２) 学校運営 

３) 教育活動 

４) 学修成果 

５) 学⽣⽀援 

６) 教育環境 

７) 学⽣の受け⼊れ募集 

８) 財務 

９) 法令等の遵守 

10) 社会貢献･地域貢献 

 

４：評価項⽬に対する評価 

 適切・・・４ 、ほぼ適切・・・３ 、やや適切・・・２ 、不適切・・・１  
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５：評価項⽬の達成及び取組状況 教職員による⾃⼰評価 
 

１教育理念･⽬標･⼈材育成像 

 評価項⽬ 取り組み  

1-1 教育理念・⽬的・育成⼈材像が定められ

ているか 

教育理念は本学のパンフレット､HP､体験

⼊学等において公⽰され周知させてい

る。教育理念に基づいた、教育カリキュ

ラムが構築され学制便覧やHPに掲載しガ

イダンスを通じて周知・指導している 

４ 

1-2 教育理念および教育⽬標の周知 ４ 

1-3 教育理念に基づいた教育カリキュラム等

の構築 

４ 

 
２学校運営 

 評価項⽬ 取り組み  

2-1 教育理念に沿った運営⽅針を定めてい

るか 

教育理念に基づく努⼒⽬標を定め、期末ご

とに整合性の⾒直しを⾏なっている 

4 

2-2 教育理念に基づいた事業計画が定めら

れているか 

教育理念を達成するために多くの実習系事

業計画の策定を⾏う 

4 

2-3 法⼈は学校運営のための適正な組織運

営に努めているか 

全体会議での⽬標提⽰と、期末の内省を実

施し、各担当部署会の会議において達成の

ための⽅策を検討する 

3 

2-4 学校運営における⽅針の共通認識を教

職員ひとりひとりが把握する 

年度ごとに全体会議にて⽬標提⽰し、全職

員で情報共有する 

3 

2-5 ⼈材・給与制度に関する制度を整備し

ているか 

各部署の分掌に相応しい⼈事を⾏い、(医)

親光会の「賃⾦規程」に基づき給与を決定 

4 

2-6 意思決定システムが整備されているか 学校教育に関わる政策の⽴案・策定を、学

校に関係する多様な⼈たちで共同できる管

理・運営組織の構築に努める 

3 

2-7 業務の効率化、情報システム化が整備

されているか 

制度の⾒直しによる効率化と、全学的情報

システムの構築の検討を始める 

3.5 

 
３教育活動 

 評価項⽬ 取り組み  
3-1 教育⽬標の設定がなされているか 各科⽬の教育⽬標に基づきより具体的な

重点努⼒⽬標を設定   参照：シラバス 

4 

3-2 ⽬標に基づいた教育⽅法が実施されて

いるか 

修学の状況に応じて、その都度、教育⽅

法の⾒直し等も⾏い、期ごとに担当者間

で科⽬連携の強化も⾏なっている 

4 
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3-3 教育評価の実施 学習・成⻑に関わる事柄を学⽣個⼈の単

位で把握・判断し、教育実践の改善のた

めに教務委員会で常に検討している 

4 

3-4 学⽣の理解度を向上させる 「完全習得学修」をめざし「形成的評

価」の結果に応じて理解度を確認し授業

構築や授業内テストなどを実施している 

3.5 

3-5 成績評価・単位認定の適正化 学則に則り、学⽣便覧およびシラバス上

で学⽣に周知させ、期ごとに保護者への

状況報告も⾏なっている 参照：学⽣便覧 

4 

3-6 資格・免許取得の指導体制 基礎科⽬の事前学習・事後学習や、講

義・実習後の事後考察を取り⼊れなが

ら、国家試験合格に向けたレベル別プロ

グラムを実施している 

4 

3-7 資格取得後の実践⼒・即戦⼒を養う教

育内容の実施 

ライフステージに合わせた臨地実習や臨

床実習において直接対⾯⾏為等の実施を

取り⼊れる 

4 

3-8 教員・教員組織 全体会議を通じ、授業評価の⽅法と後進

指導、および、教育⽬標に合致した教育

の提供のために外部講師との連携を図る 

3 

3-9 教員の教育⼒の向上 教員対象講習の実施、教員間の授業内容

検討、学会､講習会等への積極的参加など 

FD(Faculty Development)を計画する 

3 

 
 
 
４学修成果 

 評価項⽬ 取り組み  

4-1 就職率(在学中に内定率 100％を⽬指

す) 

就職セミナーの開催､求⼈票の閲覧、学⽣

の希望に即した就職先の、個別助⾔の働

きかけを随時⾏う 

4 

4-2 資格・免許取得率(国家試験合格率 

100％を⽬指す) 

⼊学後から卒業まで資格取得を意識した

授業展開の実施と、事前国家試験対策講

座を実施 

4 

4-3 卒業⽣の社会的評価 卒業後の就業状況の公表、卒業⽣の活躍

の場を HP 等で掲載、卒後研修において

学びの場の提供と新規業界情報の発進 

4 
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4-4 社会⼈適応⼒の向上 医療⼈として、コミュニケーション能

⼒、対⼈スキル、問題解決能⼒、発想

⼒・戦略的思考⼒、チームワークスキ

ル、情報整理⼒を養う 

4 

4-5 医療⼈としての規律性を⾝につける 学則に基づき規律違反の者には適切な対

応を⾏うが、懲戒に⾄らぬよう担任が⼿

厚く指導する      参照：学⽣便覧 

3.5 

 
 
 
５学⽣⽀援 

 評価項⽬ 取り組み  

5-1 就職等進路の⽀援 (就職先のイメージ

構築) 

⼀般開業医勤務以外の企業、⾏政、教育、

病院等の⻭科衛⽣⼠だけでなく、幅広く、

⼤学編⼊等の個々の希望に沿ってサポート

を⾏う 

4 

5-2 職場開拓(⻭科衛⽣⼠としての職の幅の

拡⼤を図る) 

臨地実習等でライフステージに合わせた多

種多様な体験を 通じて将来的なビジョン

を描けるように働きかける 

4 

5-3 中途退学への対応 不登校・素⾏不良・学⼒・技術⼒不⾜な

ど、修学上問題となる事象があれば、担任

が寄り添いながら、かつ迅速に対応してい

く 

4 

5-4 学⽣相談 修学上弊害となる全ての事象に、担任が寄

り添いながら、個別相談を受け、問題解決

に努める 

 

5-5 適正な学⽣⽣活を送るため⾃⼰管理能

⼒の向上を図る 

⾝だしなみ・健康管理・時間・報告・連

絡・相談・持ち物管理の徹底を 専任教員

が中⼼となり必要性を説き⽇常的に働きか

ける 

参照：学⽣便覧（雑則・基礎実習⼼得・       

懲戒規定・倫理規定） 

3.5 

5-6 学⽣健康管理の徹底 健康診断後の事後措置、早期の受診勧告と

ワクチン接種等を働きかける 

参照：学⽣便覧（感染症への対応措置の実施基本

⽅針） 

4 
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5-7 保護者との連携 期毎の成績表および出席状況等の報告⽂書

に加え、修学上問題となる事象など、必要

に応じて保護者への報告(電話、⽂書、⾯

談)を⾏う 

4 

5-8 卒業⽣・社会⼈ 卒後研修の実施、および多職種との交流の

場を設定することで、今後のキャリア形成

の発揚を促す 

4 

 
６教育環境 

 評価項⽬ 取り組み  
6-1 施設・設備等(教育機器の整備、購⼊の

検討) 

電気設備､エレベーター、消防等の定期点

検を実施し、必要に応じて教育機器も含

め必要に応じて更新を図る 

4 

6-2 省エネとエコロジー運動の推進 空き教室の照明・空調をオフ、衛⽣設

備・給⽔設備等の節⽔、分別ゴミと換気

の徹底を図る 

4 

6-3 学外学習､インターンシップ(臨地・臨床

実習)等の充実 

⻭科医療の社会的役割の変化に伴い、学

外研修の実施および臨地実習先の拡⼤を

図る 

4 

6-4 防災・安全管理 防災訓練の実施、および職員学⽣の防災

⽤品として飲料⽔と乾パン等を確保し、

災害マニュアルの策定を図る 

4 

 
７学⽣の受け⼊れ募集 

 評価項⽬ 取り組み  

7-1 学⽣募集活動 計画的な⾼校訪問の実施しと、学内にお

けるオープンキャンパス、学校説明会の

開催。また、教職員間でも広報活動に関

して起案し、HP、SNSなども活⽤する 

4 

7-2 ⻭科衛⽣⼠の認知度の向上 ⾼校訪問で教諭や保護者に、⻭科衛⽣⼠

の社会的役割の重要性を伝え、H Pでもそ

の社会が必要としている職能であること

の紹介する 

4 

7-3 適正な⼊学選考 募集要項の提⽰､⼊試⽅法別の選考⽅法､

⼀般⼊試問題の出題傾向、および⾯接試

験内容例の公表、⾯接試験の点数化 

4 
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7-4 学納⾦ 募集要項および⼊学決定者への⽂書提⽰､

分納⽅法の明⽰、中途退学者等への学費

返納       参照：学⽣便覧_学則 

4 

 
８財務 

 評価項⽬ 取り組み  

8-1 財務基盤 事業計画に基づき財務計画､収⽀予算書の

作成を⾏い、理事会の承認を得て、安定

的な学校運営を図っている 

3 

8-2 予算・収⽀計画 予算、収⽀計画を公認会計⼠の監査の

下、⽴案、実施を図り、理事会において

も監事が監査している 

4 

8-3 監査 

8-4 財務情報の公開 情報公開マニュアルの規定に沿って財務

情報の公開を図る 

3 

 
９法令等の遵守 

 評価項⽬ 取り組み  

9-1 関係法令、設置基準等の遵守 ⽂部科学省、厚⽣労働省、東京都、新宿

区の指導および規定に従い実施している 

4 

9-2 個⼈情報保護 学⽣募集に掛かる情報は管理ソフト(info 

クラウド)で在校⽣情報管理の徹底を図

り、学⽣情報の学外持ち出し禁⽌を徹底 

4 

9-3 学校評価 年度末に学校⾃⼰評価の実施し、結果を

教職員間で共有し、HP および外部講師

へ⽂書等で公表している 

3 

9-4 教育情報の公開 HP上でアドミッション・ポリシーを明⽰

し、本学の教育システムをQ&A形式を含

め分かり易く公開を図り、本学の教育内

容や⻭科衛⽣⼠への理解度の向上を図る 

4 

 
10 社会貢献 

 評価項⽬ 取り組み  

10-1 社会貢献・地域貢献 教育活動として地域の⼩学校の⻭科保健

指導の実施､社会貢献として教育施設を開

放し、セミナーやノラ猫対策打ち合わせ

など地域住⺠との連携を図る 

3 
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10-2 ボランティア活動 近隣のゴミ拾い活動や、ノラ猫対策の⽴

案・実施など 

3 

 
 
【総括】 
今回の学校⾃⼰評価では、教職員間での情報の共有、全教員の学校運営に関する共

通認識、意思決定システムの可視化、情報システムの整備、教員組織間連携の⾒直し
が必要であることが明らかになり、今後、教職員⼀丸となりその改善を図っていかな
ければならない。 
⼀⽅で今後、設置⺟体である医療法⼈社団親光会の理事会と真摯に向き合い、専⾨

学校として、健全な教育環境・教育システムの確保と、社会が本学の卒業⽣を安⼼し
て受け⼊れ、正しく社会貢献ができる⼈材を、安定して排出できる教育機関であり続
けられるように努めなければならない。 

 


